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する ことか。 而も それ は 断じて、 被 搾取の 苦渋な 生活 

からの 逃避で はない。 

クロポトキンが、 セント • ピ —タ ー . ポ ー ルの 要塞 

に 監禁され てるう ち、 健康 を 害し て 病監 に 移された 機 

会に、 そこ を 脱走した。 その 時の 話 は、 余りに 有名で 

ある。 この 有名 さは、 話の 愉快 さに 負う ところが 多い。 

脱走 計画の 万事 は、 外部の 同士 チヤ ィコ フス キ ー 団に 

よって 立案され た。 「中 は 大丈夫 だ ご という クロ ポト 

キンの 相 図に 対して、 赤い 玩具の 風船 を あげて 「外 は 

大丈夫 だ ご という 相 図 をす る、 そういう 約束だった。 

ところが、 「その 日 は 妙な ことが 起った。 玩具の 風船 は、 



すれば、 直ちに： fK 癒す る。」 

友人た ちのうち で、 飲酒家 は 賛成して くれる が、 不 

飲酒家 は 笑 つて 相手に しない。 

然し、 酒 を 飲まない 者が 健康 を 誇る の は、 アイ ルラ 

ンド 人の 誇りと 同じで ある。 吾人 は ユダヤ人 虐待の 汚 

点 を 有する 歴史の 一 頁 を も 持たない、 なぜなら、 決し 

て ユダヤ人 を 入国せ しめなかった からだ、 と アイ ルラ 

ンド人 は 誇ら かに 云う。 

それ は 一面の 真理 を もってい るし、 妙に 人 を 考え こ 

ませ はする が、 次で 偷决な 微笑 を 催させる ではない か。 
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